予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　広域美術館事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-2712-1313
　　　　　　　E-mail： c21801@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　590千円（前年度予算額：590千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590

	要求額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590

	1月29日時点
査定額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590

	決定額
	590
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	590


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県美術館は1982（昭和57）年の開館以来、長年にわたり岐阜県の芸術文化の拠点として、県民に対し郷土の美術や世界の美術を紹介するなどの役割を果たしてきた。しかし県民が、美術館の収蔵作品を日常的に鑑賞するには岐阜県はあまりに広く、特に美術館から遠く離れた地域に居住する県民が美術館に訪れる機会は決して多くない。
（２）事業内容

移動美術館
　　　広大な県土を持つ岐阜県の県民が、岐阜県美術館の所蔵作品を鑑賞できるよう、飛騨、東濃地区等の各地域において、美術作品を展示する施設を保有する市町村等と共催するもので、郷土ゆかりの作家や国内外の作家の名品を、各地域の施設において展示し、地域文化の振興に寄与する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　県民が芸術文化に触れ、文化的な感性を高めていく機会に資するものとして、また地域文化の振興に寄与するものとして、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	33
	打ち合わせ・調査旅費、展示・撤収等旅費

	需用費
	10
	事務、展示用消耗品代

	委託料
	547
	キャプション・ディスプレイ等製作、作品梱包輸送展示作業一式
輸送、展示保険一式

	合計
	590
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　　地域の美術・文化施設において、無料又は安価な料金で地域住民が美術館の優れた美術作品に親しむ機会をつくる。
地域の美術・文化施設担当者との協働をとおして、地域住民のニーズを探り美術館の所蔵作品の有効な利用を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	入場者数
	（H  ）
	（H  ）
	1,060

（H24）
	2,404

（H25）
	5,000
（H27）
	48.1％
　－

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

第38回岐阜県移動美術館　土屋輝雄 展

岐阜県美術館が所蔵する養老町出身の日本画家・土屋輝雄(1909－62)の日本画や素描のほか、スケッチブックやカット集、日記などの資料に、大垣市教育委員会が所蔵する日本画3点を加え紹介した。

会期：2013（平成25）年10月26日（土）～11月24日（日）　25日間
会場：大垣市スイトピアセンター　アートギャラリー
主催：大垣市、大垣市教育委員会、岐阜県美術館

作品点数：63点（日本画10点、素描53点）
関連催事：記念講演「父を語る」

講師/土屋禮一氏（土屋輝雄の長男。日本画家、日本藝術院会員、日展副理事長、金沢美術工芸大学客員教授）

観覧料：無料

入場者数：2,404名


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

・取り上げた作家の地元での開催とあって、目標以上の観覧者数となった。
・画業の紹介にとどまらず、スケッチブックやカット集、日記などの資料を使って作家の人生に迫る展示によって、観覧者は多くの感動を得た。
・移動美術館の開催によって、地域の人々に美術館を身近な存在として認知してもらうことができ、観覧者が将来の来館者になるきっかけとなるであろう。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	移動美術館を開催することによって、岐阜県の各地域の人々に、岐阜県美術館が所蔵する美術品を鑑賞していただくことは、県民一人ひとりが生涯を通じて豊かな心と創造性を育み、芸術に触れるまたとない機会となる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	岐阜県美術館から遠く離れた地域の県民でも、移動美術館開催施設に近ければ、容易に美術館の作品を鑑賞することができる。
特に地域ゆかりの作家や有名作家を取り上げると成果は予想以上に上がる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	搬送、展示費用は美術館が負担するが、広報費や展覧会運営経費は開催地の市町村が負担するため、経費節減が図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
作品保護の観点から、美術館の作品を展示するために温度・湿度管理ができる施設を必要とするが、その数が限られている。
また展示を可能にするには特別な額装丁が必要になるが高額である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

次年度の移動美術館は恵那市内にある中山道広重美術館で、山本芳翠、前田青邨、熊谷守一、中川ともなど、地元県民が誇る東濃ゆかりの作家の展覧会を予定しており、十分堪能していただくことができるであろう。
ただし遠隔地での開催であり、貴重な作品を保護するためにも、作品搬送や中山道広重美術館の温湿度調整など十分留意しなければならない。


